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承前
（７）生活圏一「Ｙ日記」から見たＹ家族の生活圏の構造一
①「Ｙ日記」の支出費目と牛活圏
Ｙ家の成員の生活領域を考察するために，「ＹＥ１記」の支１１１費目の整理を見
直してみよう。
支出費目は，賃金支出・生産材購入費・食料費・日用品・住居費・光熱費・
保健衛生費・教育費・書籍及び雑誌代・交通費・娯楽費・寄付・旅費・祝儀・
法事・その他租税等に分類した。（｢Ｙ日記一から見たサンパウロ州の日系農
業小生産者の生産と生活(1)」１.法政大学教養部紀要，７９号，1991,ｐｐ､21-22）
賃金支出はカマラーダヘの賃金の支払いで，それには空間的移動は特に必要
ではない。しかしそれ以外の文１１１には多かれ少なかれ空間的行動が伴うであろ
う。
農具・肥料・農薬・種子・農産物等の生産資材・生産物の購入・運搬はもち
ろんのこと，土地職人に当たっても，土地購入費・地代・土地登記費用の支払
いのためには，登記所へ通うなど，空間的移動が必要である。
生活にかかわる支'１１に当たる食料品・日用品の支出はもちろんのこと，光熱
は石油等燃料の購入を必要とし，保健衛生費は病院通い・薬品購入費支払い，
理髪・按摩通いなどの移動を伴う。教育費の支払いは必ずしも空間移動を伴う
とはいえないが，諜籍の購入，新聞・雑誌の購入を考えると，その購入と支払
いが，いかなる商店，機関を通じて行われるかによって，空間的行動現象とな
る。映画・釣・サーカス見物等個人の娯楽（レジャー）の行動は娯楽費に現
れ，親戚・友人・知人の見舞・土産・賎別等，交際費の支払いは交際関係とそ
の行動範囲を表す。結婚費用・見合い費等の祝儀，盆の墓参り等の法事，日本
人会主催の運動会や弁論大会・相撲大会への寄付金・寺（本願寺）や学校への
寄付金等も同様である。旅費の記入は，遠距離長期間の旅行・宿泊費等は，端
的に行動領域を表す。
「Ｙ日記」は支出の記録を主にした内容であるが，しばしば，購入した商店
の名前が記入されている。しかし，すべての記録に，購入先・支払先商店名と
その所在地が記入されているわけではない。また，場合によっては，記録の初
めに，プルデンテTl]iへ買い物と記した上で購入商品が一括記入されている。し
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かし多くの記録を整理してみると，商店の種類，その所在地，購入先・支払
先の年による変化等が浮かび上がってくる。
空間的行動の目的は多様であるが，ここではおもに生活に必要な食品・日用
品を購入するための商店での買い物行動を中心として，Ｙの家族の生活圏，
つまり買物圏を探ってみる。
②ブラジルの都市的集落の起源とそのネットワーク
Ｙの家族の生活圏を探るまえに，ブラジルにおける都市及び集落の起源と
そのネットワークの特性に触れておこう。
まずブラジルの行政組織を上位から下位へと記すと，
Repdblica国家->Estado州・DistritoFederal連邦区・Territorio準
州→Municipioムニシピオ（郡形Distritoディストリット（地区）とにな
る。これらのうち国家・連邦区・準州・ムニシピオはそれらに相当する自治機
関である立法・行政の政治機関（Presidente大統領府とAssembloia
Legais国会，Governador州知事とGov6rno州政府とAssembleiaLogais
州議会，Prefeito市長とCamaradeVereador市議会）とを所有するが，
ディストリットはそれに相当する自治機関を所有していない。
この中で最も生活に近いのはムニシピオmunicipiosである。ムニシピオ
は市郡自治行政体のことで，集落の形態によって行政的に都市部regiao
urbanoと農村部regiaoruralとに分けられる。
ムニシピオ設立の条件は，人口規模・歳入額・TIT郡政府設立・人口集合する
集落の存在を前提とし，住民投票によって決定し，基本的に５年ごとに点検す
る。
ムニシピオのうち，人口規模や居住人口集団の機能，人口構造，住民の職業
活動の非農業的＝都市的状態を指標としてシダージ（行政的都市=市）cidade
とする。したがって，シダージ（市）はムニシピオの一形態である。一般に，
都市地域（人口集合地域）における住民5,000人を岐低条件とし，それ以下は
シダージ（市）とはいわない。
ムニシピオはディストリットに分けられるが，シダージ（市）cidadeの都
市部の内部はバイロ（街区）bairrosに分けられる
ところで，ブラジルの都市的集落は，その起源によって次のように分類さ
れる。
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デフォンテーヌ，ピェルDeffontaines，Pierre（1938）は次のように分類
する。
１．征服された集落。asreduCOes（aldeadeindios）
２．軍事的起源を持つ人口集中asaglomeraCOesdeorigemmilitar
３．鉱山町ascidadesdemineraCao
４．宿場町ospousos
５．港町ascidadedenavegaCao
６．鉄道駅町asestac6esferroviarias
７．セルトン（内陸奥地）への入り口ａｓｂｏｃａｓｄｅｓｅｒｔａｏ
８．教会領パトリモニオospatrim6niosreligiosos
９．普通のパトリモニオospatrim6niosleigos
アゼヴェド，アロルドデAzevedqAroldode（1970）は次のように分類
する。
１．城砦・軍事拠点lugaresfortificadosepostosmilitares
２．インディオの集落aldeamentosdeindios
aガリンペイローダイヤ採りの野営地等の小集落arraiaisecorrute‐
ｌaｓ 
４．エンジェーニョengenhosやウジーナusinas，ファゼンダfazendas
内農村集落
５．農村地区分譲農地loteamentos：パトリモニオpatrimOniosと開拓
植民地nUcleoscoloniais
６．旅行者の宿泊地pousosdeviajantes，鉄道駅町estacOesferrovi‐
ａｒｌａｓ 
いずれにせよ，ブラジルの都市の起源になる集落を上位から階層的に分類し
て示せば，シダージ（都市）cidades，ヴィラ（まち集落）vilas，ポヴォアー
ド（むら集落）povoadosとなる。そして，これらがブラジルの都市的集落の
ネットワークを形成している。ポヴォアードは，ブラジルの都市的集落のネッ
トワーク形成の最も基底的要素であり，上記の分類中にそれを求めれば，エン
ジェーニョ，ウジーナ，ファゼンダ内の農業者等の居住集落コロニアや，農村
地区の農地分譲によって発生した教会中心の集落パトリモニオや開拓植民地で
ある。
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ポヴォアードはイギリスのハムレットｈａｍｌｅｔとも，フランスのアモー
hameauとも，ポルトガルのカザールcasalとも違う。それはスペイン領ア
メリカのプエブロpuebloに最も近いという。
(AroldodeAzevedo（1970)，Brasil，ａｔｅｒｒａｏｏｈｏｍｅｎｌＬＵｎｉｖ,ｄｅｓ， 
Paulo） 
③プレジデンテ．プルデンテ市及びその近傍の都市的集落とその階層的分
布状況
上記の都市的集落の分類によれば，つまりシダージ，ヴィラ,ポヴォアード
という階層的区分によれば，プレジデンテ・プルデンテ市は，ソロカバーナ線
の駅を中心に発展した鉄道駅町に起源を有するシダージであり，それらは独立
したムニシピオの中心都市となっている。ソロカバーナ線の沿線には，その後
の条件の差によって規模 第１０表関連ムニシピオとその人ロに違いができたとして （1993年市制施行のもの）
t>，類似のシダージがあ
る。沿線の先の方には，
アルヴァレス・マシャー
ド，プレジデンテ・ベル
ナルデス，サント・アナ
スタシオ，プレジデンテ
・ベンセスラウがあり，
サンパウロ市に近い方に
は，レジェンテ・フェイ
ジョ，インヂアナ，マル
チノポリスのほか，ラン
シャリア，パラグアス・
パウリスタ等がある。
マリリア，トゥパン
は，ソロカバーナ線の北
方を，ほぼ平行して走る
パウリスタ線沿線の同種
のシダージである。
ｉｌｉ：1960年の人口１万未満のものは－とした。
資料：AnuArioEstatistiCodoBrasiL1994＆’963
ムシピオ（市）名 人口（万人）
1993年 1960年
サンパウロ市 984.2 ３１６．５ 
ソロカバナ鉄道沿線駅のムニシピオ（市）
プレジデンテ・プルデンテ
アルヴァレス・マシャード
プレジデンテ・ベルナルデス
サント・アナスタシオ
プレジデンテ・ベンセスラウ
レジェンテ・フェイジョ
インヂアナ
マルチノポリス
ランシャリア
パラグアス・パウリスタ へＵ〈Ｕ４。ｏ』７くり’０（Ｕ７（ｂ●●Ｐ●●●●●Ｂ□ ７２１２３１０２２３ １ Ｊｌｌ１８ｌｌｌＪ１ ５ １１ １１ 
パウリスタ鉄道沿線駅のムニシピオ（市）
マリリア
トゥパン
1６．７ 
6２ 
5.2 
6.2 
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Ｙの家族の生活圏に関わる都市ネットワークを構成すると見られるムニシ
ピオの人口（1993年，1960年）を，メトロポリス，サンパウロ市を含めて第
１０表に示した。（第１０表）
シダージの機能を示す都市施設をプレジデンテ・プルデンテ市を例にして見
ると，そこには，日用品，食料品，生産諸資材等を商う諸商店のほか，行政の
中心としてのTlji役所等，カソリック世界の地域社会の精神的中心の教会，経済
中心の銀行，コーヒー精選工場，綿工場，精油]二場などの産業施設，鉄道駅，
空港，パスセンター等の交通施設，ラジオ放送局等，農学校ほか多くの学校，
病院，公営墓地が存在する。
鉄道駅を中心に発達した都市（シダージ）は，鉄道線路沿いに７～８キロか
ら十数キロおきに分布し，それぞれが後背地の農村部を持つ。農村部と中心都
市とはもっぱら道路によって結ばれているが，開拓初期から見れば，その交通
運輸手段は，徒歩，馬，馬車（カロッサ，シャレッチ)，自動車と変わり，特
に第二次世界大戦中からはトラックが用いられ出し，戦後は道路の整備にした
がってバス交通が一般化するようになった。バス交通には，鉄道駅を持つ中心
都市と周辺農村部とを結ぶジャルジネイロと呼ばれる近郊バスと，幹線を通じ
て都市と都市とを結ぶインターシティーのオニブスとがある。インターシ
ティーのオニブスは，サンパウロ市を結ぶ幹線国道の整備によって，特に第二
次世界大戦後には鉄道を凌駕するものとなった。そのことによって，都市内の
機能中心は鉄道駅周辺からバス中央駅周辺へと移動する現象さえ引き起こして
いる。
ジャルジネイロのよって結ばれる道路沿いに，数キロから十数キロおきに，
小さな中心集落が発生している。それがヴィラである。中心シダージの多くが
計画都市の性格を持っているのに対して，この地域のヴィラは，中心都市とを
結ぶ交通の小結節点として，周辺腿村部の住人の便宜から自然発生的に形成さ
れたものが多い。
これらの関係を理解しやすいように，第３図一プレジデンテ・プルデンテ市
地力邦人在住分布図」を作成した。
これはプレフェイトゥーラ（ilj役所）Prefcituraが所蔵していた航空写真
を基図とし，それにプレジデンテ・プルデンテ｢'７地方の日本人会所蔵の資料を
参考にしながら，著者が作成したものである。したがって，ムニシピオの境界
は明確に把握できていないので，記入されていない。（第３図）
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第３図プレジデンテ・プルデンテ市地方邦人在住分布図（1957年）
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④Ｙの家族の生活行動圏の地域別傾向と時間的変避
「Ｙ日記」から読み取れるＹの家族の生活の行動領域を，上記の都市ネット
ワークに重ねあわせて表を作ってみた。そしてそれを年次別に整理してみたの
が第11表である。（第11表）
第１１表買物等訪問先別訪問頻llrから見たＹの家族の生活圏
昭和20-30（1945-55）年
］ソ面
資料：「ＹＩＭｄ」より飛者作成
、年（昭和） 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 合計
記入回数 100 8３ 7５ 6０ 145 1４１ 162 170 157 179 183 1,455 
買物等訪問先と訪問回数
○地元ヴィラ 7１ 4９ 4８ 2８ 7９ 7１ 7８ 6９ 7２ 6３ 7７ 705 
ロブ・プルデンテ市 2６ 2２ 2２ 2４ 4７ 6２ 7５ 8４ 6７ 9５ 9３ 617 
□アルバレス・マシャド
ロプ・ベルナルデス
ロサント・アナスタシオ
ロブ・ベンセスラゥ ’’’１ １ ５ ２ １ １ ｝、７５ １ ４ ５ ２ １ ８ １ ４ ０６２６ １ １２ 
○レポージオ
○モンテァルポン
○アニューマス(前住地）
○シンコミルアルケレ
２ ５ ３ ２ ４ ’’３１ ２ １ １ ３ ３ ４１１ １ ６ １ ５ 3２ ５ 
コインヂアナ
□マルチノポリス
□ランシャリア
□パラグアス･パウリスタ ’３１’ １ ４ ’’２一 １ ３ １６２ ４ １ １ １ １ 1７ １２ １ 
◇マリリア
◇トゥパン
１ １１ ２１ 
ウジナ（魚釣り）
ペラポ（魚釣り）
ボルトⅡ’（魚釣り）
１ 
１ 
１ 
１ 
１ １ 
２ 
１ ３４２ 
パラナ州（種いも買い） ２ １ ３ 
サンパウロ市行 ２ １ ３ ２ ２ １ 1１ 
サントス市行 １ １ 
71K：□ソロカパナ鉄道(}線111(のムニシピオ(Tli）◇パウリスタ鉄道柵線駅のムニシピオ（ｉＩｊ）○〕Li時のプ・プルデンテハリ辺のヴィラ
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Ｙの家族の行動領域は，「ミネのムラ」農村部内，￣ミネのムラ」に近い地
元ヴィラ，プレジデンテ・プルデンテ市という当地方の中心的シダージ，メト
ロポリスのサンパウロ市，及びその他のヴィラとシダージとに大別できる。
記入回数というのは，記入日数といってもよいものである。したがって，記
人日の重複もあるので，以下の買い物等訪問先の回数とは必ずしも一致しな
い。しかし，大筋としての記人量は行動量に比例するものと考えられ，それは
徐々に増大している。
行動領域のうち，「ミネのムラ」農村部内の行動は，金銭的支出簿という資
料の性質上，この表には現れてこない。
表に現れているかぎりで，行動領域を読み取ると，買い物・訪問先の大部分
は，地元ヴィラとプレジデンテ・プルデンテ市である。その行動目的は，友
人・知人の訪問があるとしても，必ず買い物行動を伴うことからすると，主要
な目的は日常的な買い物にあるといえる。
この両者に対する頻度のみを比較すると，全体としては，地元ヴィラでの買
い物の頻度はほぼ一週間おきで，あまり変化がないが，プレジデンテ・プルデ
ンテ市へでかける頻度は昭和２５（1950）年頃から急速に増加し，一週間おき
以上になっている。その理由としては，Ｙの場合自らトラックや自家用の自
動車を所有することはなかったが，パスやタクシーなどの公共交通手段が整っ
てきて，生活施設が多様に整備された都市プレジデンテ・プルデンテiljiへのア
クセスビリテイーが容易になったことが挙げられる。それと同時に，Ｙの所
得の向上，生産規模の増大といった経済活動の拡大，生活内容の多様化など，
生活に対するニーズの質の変化も，大きい要因として対応した結果といえる。
この２地点についての買い物行動の内容については，改めて分析を進める。
この２地点以外は，大別すると，プレジデンテ・プルデンテ市以外のソロカ
バナ鉄道沿線のムニシピオ，プレジデンテ・プルデンテ市周辺のヴィラ，大都
市サンパウロ市，サントス市，その他となる。
中でもアニューマスヘの頻度が高いのは，ここが，Ｙにとっては，単に前
住地であるばかりでなく，結婚した土地でもあり，夫人の親族の居住地でもあ
るといった，さまざまな人間関係に由来している。マルチノポリス，ランシャ
リアも親族の家族の訪問である。その他のムニシピオの訪問は，多かれ少なか
れ，親族関係，友人・知人関係に由来している。プレジデンテ・プルデンテ市
以外のソロカバナ鉄道沿線のムニシピオと書かれたものも，そのムニシピオの
Hosei University Repository
8８ 
都市的中心での買い物行動ではなく，農村部に居住する親族・友人・知人の訪
問である。
マリリア，トゥパンといったパウリスタ鉄道沿線のムニシピオヘの訪問は，
日本人社会内の連絡のためとあり，知人訪問という点では同種のもので，時間
とともに早期に関係が薄れているのもそのためである。
魚釣り行動は，ブラジルにおける顕著なレジャー行動であり，日本移民の間
でも一般にペスカpescaと呼ばれ，特に開拓iiii線における顕著なレジャー行
動である。記録を見ると，平均すれば一年に一回程度であるが，生活の安定が
前提にあり，友人と，または家族と連れ立って，数日にわたって野営しながら
の遠出での旅行を楽しむ。
1951年のパラナ州への種いもの買い付けは，ちょうどこの時期に綿作から
バタータ（じゃがいも）生産に転換した際に行われたことである。
サンパウロ市への旅行は，昭ﾄﾞ1１２１（1946）年は，家族の病気というアクシ
デントによって，よんどころなく行われたものである。昭和２６（1951）年以
降に頻繁になるが，それは生活行動圏の拡大と理解して良いものであり，その
内容については後述する。
Ｙの行動空間を都市ネットワークに照して，下のように図示することがで
きる。
プルデンテilTli3辺の他のヴィラヘ
ノワヅ
農村部一ヴイラー都市（プルデンテｉｉｉ）一大部iliメトロポリス（サンパウロ市）
、L、
他の都市～彦他のヴィラヘ
⑤利用商店の所在地と業種，その利用頻度及び利用頻度の変化
「Ｙ日記」から読み取れるＹの家族の生活圏のうち，利用商店から知れる買
い物圏を描き出してみよう。
￣Ｙ日記」から読み取れたＹの家族が利用した商店を，プレジデンテ・プル
デンテ市内のものと地元の近くのヴィラのものとに大別し，所在地，業種，主
な購入品目を，次のとおりに列挙する。
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所在地がプレジデンテ・プルデンテ市内のもの：
ａ、旅館＊
旅館１（Ｔ、旅館）宿泊・食堂
旅館２（ＴＦ旅館）宿泊・食堂
ｂ・バール＝ｂar**(baｒと表記）
ｂａｒｌ（ＡＫ商店）マッチ・ガラナ
ｂａｒ２（ＷＮ商店）菓子
ｂａｒ３（ＹＳ商店）煙草・菓子・コーヒー・ガラナ
ｂａｒ４（Ｓ、商店）煙草・菓子・コーヒー・ボン・ソルベッテ
ｃ、セッコス・イ・モリャードスーsecosomolhados…(ＳＣＭ．と表記）
ＳＣＭ、１（ＹＭ商店）魚
ＳｅＭ、２（ＳＪ商店）きびなど
ＳＯＭ、３（ＨＴ商店）白米
ＳＯＭ、４（ＴＤ商店）食料
ＳＯＭ、５（ＹＯ商店）臨叺・綿資材・白米・食品・わかもと・第二回日
本送金手数料
ＳｅＭ、６（ＭＵ商店）食品・味の素・餅米・茶・薬
ＳｅＭ、７（ＴＹ商店)*…薬・菓子・魚・食品
Ｓ､０Ｍ．８（Ｈ１商店)…**魚・叺・麦粉・マカロン・きびなど・フェイ
ジョン・日本酒．Ⅱﾐ月物・雑誌
Ｓ・ＣＭ、９ＭＫ商店）？
ＳｅＭ１Ｏ（ＩＵ商店）魚味だし・わかもと・救心・餅米・白米・茶・味
索・蜂蜜・素麺・ホヤ
Ｓ､ｅＭ１１（ＴＴ商店）白米・弱魚・魚・砂糖叺・薪・燐寸（地元に居住）
ＳｅＭ､1２（ＭＭ商店）醤油元・魚弱・えび・缶詰・ミシン油・茶・靴・
バタタｉＩ
ＳｏＭ､1３（ＮＭ商店）救心・大豆・ソーダ・菓子（地元に居住）
Ｓ・ｅＭ､1４（ＧＪ商店)*…**外人商店。セーポscbo（豚の脂）
ＳＯＭ､1５（ＫＨ商店）魚・醤ｉｌｌ１・パルミタ・蒲鉾・大根卸
ＳＯＭ､1６（ＫＹ商店）白米・砂糖・麦粉・醤油・肉・素麺・味の素
ＳＣＭ､1７（ＫＧ商店）白米
ｄ・衣料品店
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衣料店１（ＩＵ店）衣服・着物
衣料店２（ＳＥ店）反物・蓉物
衣料店３（ＭＮ店）布類・毛布・花輪・靴・ランプ
衣料店４（ＹＭ店）洋服・綿
衣料店５（ＧＪ店）カミザ・ズボン・靴下・着物・反物・サイヤ・毛布・
靴等
衣料店６（ＳＤＩ苫）糸
衣料店７（ＯＧ店）
衣料店８（ＫＳ店）糸・ボタン
e・農業資材商
農業資材商１（ＫＹ商）バタチーニャ種・1953年白米５俵購入
農業資材商２（ＭＹ商）綿花運送（運送業1945年には地元のヴィラに居
住）
農業資材商３（ＳＩ商）落花生種
農業資材商４（ＨＭ商）農薬・油虫殺し
農業資材商５（ＳＳ商）消毒薬ソナト
農業資材商６（ＡＹ商）野菜種（大根・ふだん草・にんじん・なすび等）
農業資材商７（ＴＵ商）バタタ消毒薬
f・薬局・医師等
薬局１（ＵＤ薬局）ビタミナ・脱脂綿・絆創膏・胃腸薬・肝臓薬・わかも
と・注射薬・救心・六神丸
薬局２（ＣＰ薬局）カルビズマ・肝臓薬・六神丸等
歯科１（ＨＧ歯科）歯科
医師１（ＧＪ医師）ラジューム治療
鍼灸１（ＩＴ鍼灸）鍼灸・按摩
鍼灸２（ＴＧ鍼灸）鍼灸・マッサージ
理髪１（ＮＳ理髪）髪結い
所在地が地元のヴィラのもの：
ｂａｒ５（ＴＴ商店）ボン
ＳｅＭ､1８（ＨＧ商店）煙草・魚・フェイジョン豆
ＳｅＭ､1９（ＧＪ商店）白米・砂糖・弱魚
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Ｓ,ｅＭ､2０（ＹＮ商店)…*…煙草・ピンガ・ボン・弱魚・チーズ．素麺．
缶詰
Ｓ・ｅＭ､2１（ＳＴ商店）煙草・リマ・小豆・醤油・素麺・肉．ソーダ．虫
殺・ホヤ・カミザ・綿種
薬局３（ＥＧ薬局）目薬
助産婦１（ＮＪ）助産（村内の人）
理髪１（ＪＭ理髪）理髪
行商人１（ＭＣ）万年筆
上に列挙した商店について，＊印に従って幾分の注記をしよう。
＊ここでいう旅館とは日系人経営のものであり，宿泊を提供するととも
に，日本食の食堂を経営している。もちろんホテルといってよい。２つあり，
共に鉄道駅に近いところに立地する。移民社会では，このような旅館は多くの
同国人の移民の拠点の役割をする。他地方からの同国人の旅行者が利用するこ
とはもちろんであるが，日常的には，周辺の農村部に居住している住民が，徒
歩や馬車で都市に出てきた場合，また鉄道で遠距離旅行に出る場合，宿泊，食
事に利用する。同時に，さまざまな社会・経済情報の交換場所として重要な役
割を果し，また新来者に対してのさまざまな便宜の供与を図る。「Ｙ日記」の
記録によれば，1951年にＹは，土地代の手付け金の支払いの代行を依頼して
いる。
＊＊パールｂaｒとは，道路に面して開かれた簡易立ち飲み立ち食い店であ
る。煙草やパンやパスタのような軽食，コーヒーや果物ジュースなども販売す
る。日常的に小さなカップのコーヒ（カフェジーニョ）を立ち飲みしながら，
立ち話を楽しむ場所となる。これも日常的情報交換の場としての役割を果す。
bar3（ＹＳ商店）は，Ｙが昭和2０（1945）年に「御真影」を購入した店であ
り，昭和2８（1953）・昭和3０（1955）年に，この店を通じて『中外新聞」を定
期購入している。このことが示すように，このようなＩ情報伝達の核になる商店
は，また，日本語新聞のような日本人社会の情報のメディア伝達の結節点とも
なる。
…セッコス・イ・モリャードスーsecosemolhados（S・ＧＭ．と略記）
とは，食料・雑貨店のことである。日常的な食料品，日用品，農業用具等何で
も取り扱ういわゆる雑貨屋である。ブラジルの食品ばかりでなく，日本移
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民向けには，白米・素麺・醤油・味の素など[1本風食品を取り揃えているとこ
ろに特色がある。また店によっては．わかもと・救心といった日本からの輸入
薬品なども取り扱っている。
また，ＳｅＭ､５（ＹＯ商店）に見られるように日本への送金の代行など，日
本移民への便宜の供与を行う機関ともなっている。
…＊Ｓ､ＧＭ､７（ＴＹ商店）はＹの妻の叔父の店で，もとトラック運送業を
営んでいたが，家族が昭和２２（1947）年にプルデンテ市に商店を開いた。運
輸業から商店を兼業している例である。
＊*…ＳｅＭ､８（Ｈ１商店）は，Ｈ１兄弟商会という。この店は昭和２５
(1950）年『輝号（2610年新年号)』の取次店であり，日本人社会内の情報伝
達の役割を担っている。
……Ｓ・ｅＭ､1４（ＧＪ商店)，衣料店５（ＧＪ店)，Ｓ・ｅＭ､1９（ＧＪ商店）
は外人店と記録されているが，これは非日系人経営の店を示している。衣料店
５の正式の名称は，CasaCaprichosa,ＢｅｎｊａｍｉｎＬＦ・Tornury・であり，
布地tecidos，小間物armarinhos，履物類cal9ados取り扱いの店である。
｢Ｙ日記」に記された非日系人経営の店は３軒である。逆にいえば，ＳｅＭ・１０
（ＩＵ商店）はＣａｓａＮｉｐｏｄｅＫ・Ｌ（Ｋ１．日本店）というブラジル名を名の
り，積極的に日本人の顧客を集めている。
＊……Ｓ・ｅＭ２０（ＹＮ商店）は，「ミネのムラ」の地元のヴィラにある
商店である。したがって，顧客は地元に限られているが，それだけに徹底して
地元密着型の経営を行っている。日本語学校用の教科書や文房具ばかりでな
く，学校費の代理受け取りの窓口にもなり，昭和2６（1951）年に日本から天
勝一座が興業にやって来たときの入場券の販売店にもなっているし，昭和２５
(1950）年の雑誌『輝号（2610年新年号)』の取次ぎをしたり，『サンパウロ新
聞」取次店を積極的に引き受けている。また，日系農家で働くアメイヤ（請負
農）やカマラーダ（日雇い労働者）が煙草やピンガ（粗製ラム酒）等を￣付
け」で購入することを認め，それを日系農家に請求することを許されている店
でもある。
米などの穀物類，また一般食料品の購入には，一部かけ売りが行われている
ことも記録から読み取ることができる。
Ｙ家族のこれらの商店の利用傾向を年次別に追った表が第12表である。
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第１２表Ｙ家族の利１１]店の年次別変化
１１８和20-30（1945-55）隔年
プレジデンテ・プルデンテ市内のもの：
日
一
Ⅸ不斗lrL5巴礁資資轡穫鴬鷺
画ゲイＩ
オ
幽岸匹吋
一戸
業種・番号 店名 利用年（1945-55年）
旅館１
旅館２
Ｔ、旅館
ＴＦ旅館
4５ 
４５ 4７ 4９ ５１ 
凡胞凡凡商商商商ＫＮＳＤ ＡＷＹＳ １Ｄ』ｎＯ４・ｒｒｒｒ ａａａａ ＥＤ⑰ｂｎｂ０ｂ ５５５５ ４４４４ `1７ ４７ ９９ ４４ ｌ１ ｌｎ５ の。、。【ＯＰＤ ５５ ５５ 
５５５５５５５５ ４４４４４４４４ 店店店店店店店店店店店店店店店店店商商商商商商商商商商商商商商商商商ＭＪＴＤｏＵＹｌＫＵＴＭＭＪＨＹＧ ＹＳＨＴＹＭＴＨＭｌＴＭＮＧＫＫＫ ７７７７ ４４４４ 
衣衣衣衣衣衣衣衣 ｍだ」川元」ｈ、」川元」由【』、門」州用し卯用】 ７７７ ４４４ ５５５ ５ ４４４ ４ 店店店店店店店店ＵＥＮＭＪＤＧＳ ｌｓＭＹＧＳｏＫ １２３４５６【１８店店店店店店店店 ９９９ ４４４ １１１ ５５５ 
資資資資資資資業業業業業業業農農農農農農農 １２３４５６７ 商商商商商商商 商商商商商商商ＹＹＩＭＳＹＵ ＫＭＳＨＳＡＴ ５５ ４４ ７７ ４４ 5３ ５５ ５５ ５５ 
１２１１１２１ 局局医師灸灸髪科薬薬歯医鍼鍼理 局局科師髪薬薬歯医灸灸理ＤＰＧＪＴＧＳ ＵＣＳＧＩＴＮ 4７ `1９ ４９ ５－０５５５５ ５５５５５５ ３３３ ５５５ １１１１１ ＰＤｌＤｌＤＰｏＰＤ 
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地元のヴィラのもの：
qI3・可顛
第12表からは，次のような事がらを読み取れるだろう。
まず，旅館の利用が昭和２６（1951）年以降はなくなる。それは，一つに
は，プルデンテ市に出るバスやトモベ（アウトモーベル＝自動車）などの交
通手段が整備され，都市における宿泊を必要としなくなったという点が挙げら
れるが，同時にバス（ジャルジネイロ）に比べて，運賃がその５倍近いトモベ
を利用できるだけのＹの経済的_上昇が見られたことである。また，旅館が
持っていた情報の結節点としての役割を，Ｙ自身が多く必要としなくなっ
た，または，他の機関，例えば，ｂａｒ３（ＹＳ商店）やＳｅＭ５（ＹＯ商店)，
S・ｅＭ､８（Ｈ１商店)，ＳＯＭ､1０（ＩＵ商店）といった特定のｂaｒやＳ､ｅＭ.が
その機能を代行するようになった点も挙げられよう。
プレジデンテ・プルデンテ市におけるｂaｒの利用は，商品の品数だけでな
く，便宜の供与を含めた人間関係によって，ほとんどｂａｒ３（ＹＳ商店）と
bａｒ４（ＳＤ商店）との２軒に収散する。また，ＳｅＭ・の利用の頻度の増大
は，商品の品数が優先し，その結果プレジデンテ・プルデンテ市内にあっては
後発のＳｅＭ､1６（ＫＹ商店）が顧客を集め，Ｙについていえば，昭和３０
(1955）年には，Ｓ､０Ｍ.1６（ＫＹ商店）の利用の頻度がもっとも高くなる。地
元ヴィラについていえば，前述のような便宜の供与を積極的に進めたＳ､０
Ｍ.2０（ＹＮ商店）が顧客を集め，Ｙについていえば，昭和2８（1953）年以来
は，ほとんどがＹＮ商店に集中した。
農業資材の購入については，特に目立つ点は，農業資材商６（ＡＹ商）から
の，大根・ふだん草・にんじん・なすび等，葉菜や根菜，果菜の野菜種子の購
入の増加である。日本においては，農家であるかぎりは，米（稲），大麦，小
麦などの主穀をはじめ食糎を自家栽培することは普通のことと考えられよう
、､白～
業種・番号 店名 利用年（1945-55年）
８９０１ １１２２ 
３１２１ ５ＭＭＭＭ局婦髪人吋艶艶艶艶薬轆理赫 ５ ４ 店店局髪店店店商商薬理ＴＣ人ＫＴＧＪＭＣＴＨ外ＹＳＥＮＪＭ ７ ９．９．９． １ ９９ ９ ４４ ４ ３３ ５５ １ １１１１ ５ ５５５５ ＦＤＰＤ Ｐ、Ｐ、
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が，もともと綿作という商品生産から始まったこの地域の僅家では，前記の資
料を見るとおり，ボン（パン）はもちろんのこと麦粉，フェイジョン豆の他，
日本的食料ということで米，素麺，小豆，その他味噌，醤油，味の素などの調
味料はもっぱら職人によっている。日本からの輸入品である味の素を除けば，
それらはすべて，サンパウロ州を中心とするブラジルの東南部・南部にローカ
ルな市場を形成している。生鮮野菜である大根・ふだん草・にんじん・なすび
等は生鮮性を必要とするが故に広い市場を形成しにくい。しかし，野菜を自家
栽培するには，土地利用の方法，労働の配分からして，りん酸肥料を多投する
綿作の単一栽培はなじまなかった。したがって，比較的市場の広い大根やにん
じんのような根菜類を購入によって入手していた。しかし，ジャガイモ（バ
タータ）を中心とする複合的栽培に転換するようになって，野菜は自家栽培で
賄うようになり，その結果，野菜種の購入が目立つようになったと考えられ
る。
全体としていえば，日常的食料や生活資材の購入は，地元のヴィラの商店を
特定化しながら，それとの関わりを一層強めている。他方，プレジデンテ・プ
ルデンテ市内のｂaｒやＳ､ｅＭ・の利用については商店の特定化が進んでいる。
それと同時に病院や薬局，歯科医，鍼灸，理髪といった緊急のまたは日常的
な，衛生・健康管理部門のサービスを都市に求める傾向が増大していることが
示されている。
（８）社会集団の特性（｢ミネのムラ」の人間関係）
－｢Ｙ日記」から読み取れる￣ミネのムラ＝の特性一
ブラジルにおけるＹの家族を支えた様々な人間関係は，Ｙ一家の生活の中
から歴史的に形成されたことはいうまでもない。
Ｙ一家のブラジル移住とその後のトレイルについては，すでに記述した）
が，それは経済活動を中心にしたものであった。そこで，経済活動のみなら
ず，それに社会的人間関係をつけ加えたＹの家族のライフヒストリーを再述す
る。
①「ミネのムラ」に定着までの人間関係
現在の戸主（ＹＳ）は，明治4４（1911）年，ＹＫの長男として福岡県浮羽郡
Ｔ村に生まれた。昭和４（1929）年，１８才の時，父ＹＫ，母ＹＭに伴われ
＝毎F￣
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て，兄弟２人（ＹＴ，ＹＫ）姉妹２人（ＹＡ，ＹＦ）と共にブラジルに渡った。
渡伯後すぐに，パウリスタ線ピラチニンガPiratiningaに近い，ブラジル
人所有のヴィアド耕地FazendaViadoにコーヒーの樹の監理をする１年契約
のコロノとして入植した。このヴィアード耕地には，1910年の第２回日本移
民（旅順丸移民）の際，福岡県出身者12家族，４４人が集団的にコロノとして
入植した耕地であり，Ｙ一家がこの耕地に入植したのは，出身村の人間関係
によったことはいうまでもない。一家は，親子で6,000本のコーヒー樹の監理
を請け負った。
昭和５（1930）年，Ｙ一家は奥ソロカパナ線のマルチノポリスMartinopo‐
lｉｓに新しく土地を購入した先行移民の知人（ＩＴ）の耕地に移り，４年契約の
コーヒー樹のフオルマドールとして入植し，4,000本のコーヒー樹の新植を請
け負った。その間，樹と樹との間の空閑地に作付けをする権利（間作権com‐
planta）を得て，フェイジョン，ミーリョ（とうもろこし）を１列当たり２～
3筋播き，その収穫も収入となった。
契約を終え，昭和８（1933）年に，二人の先行日本移民（ＫＩとＫＮ）が経
営するのコーヒー耕地に２年間勤めたが，コーヒーの価格は下落する一方で
あったので，コーヒー耕地の労働に見切りをつけ，1935年に，同じ奥ソロカ
バナ線のアニューマスAnhumasの街から７ｋｍのところに耕地を購入し，
自作農として入植した。この耕地は，コーヒー園15アルケイレ，パスト（牧
地）３アルケイレ，その他２アルケイレ，総計２０アルケイレ（約48ヘクター
ル）で，コーヒー園には，霜でやられて枯れかけた４年もののコーヒー樹
13,000本が植わっていた。購入価格は５コントであった。
この土地の購入資金５コントは，昭和1０（1935）年６月，６．３コントを先行
の日本移民者で綿花の現地仲買を営む小商人になっていたＳＹから２年契約月
利１歩５厘の単利で借入して，その中から調達した。月利１歩５厘の単利はこ
の地域で特に高いものではなかった。移住してからの日も浅く，ブラジル社会
でまだ十分な信用を獲得していないＹ一家にとっては，このような資金供与
は天恵にも等しいものであったが，ＳＹにとっては自己の集荷圏内に生産者を
確保しておくことは必要であったので，この資金の調達は必ずしも恩恵による
便宜の供与というものではなかった。
この頃はコーヒーの価格が悪く，綿花の価格が最も良い時であった。主作は
綿作とし，綿作を８アルケイレずつ12年間連作し続け，その結果，土地が痩せ
～ 
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た．
土地購入の借金は，まず２年後に利息２．２３コント余を支払った。しかし元
金の返済までには至らず，元金の返済を１年間延長した。この時，また他の先
行の[|本人移住者のＳＩより２コントの借入をした。その際，同じく先行の日
本人移住者Ｈａに借入金の一部の保証人となってもらっている。投機的性格が
強い綿花の商品生産者の借入金の裏響きをするということは，強い信頼関係を
必要とするが，Ｈａは特に同郷といった関係にはなかった。Ｙ一家は，その信
頼に応えて，それらの借入金を昭和1４（1939）年までに支払い終え，完全に
自作農化した2〕・
第二次世界大戦の勃発でハッカ景気が始まり，ハッカの価格が暴騰したの
で，Ｙ一家も昭和1７（1942）年からハッカの栽培に手をつけ，翌1943年には
自己資金でハッカの蒸留装置まで設備した。価格は，低い時で１キロ当たり
250ミルレイス，高いときで400ミルレイスになった。ハッカの生産Ｂｉはアル
ケイレ当たり２００ｋｇであったから，アルケイレ当たりの粗収入は，５０～８０コ
ントにもなった。ハッカの生産に対しては，ブラジル銀行BancodoBrasil
が高額の融資をして景気を煽ることになったが，３年目の昭和1９（1944）年に
価格は１キロ当たり８０ミルレイスにまで大暴落した。銀行から借金をして
やった者は借金を残して困った者が多かったが，Ｙ一家は自己資金で賄える
ほどの規模でやっていたので，打盤は少なかった。
この間，昭和１７（1942）年に，長男であった現在の戸主ＹＳは，アニュー
マス在住の先行移住者で，日本での出身地が同じ福岡県浮羽郡で，ほぼ同郷の
Ｋ村出身の家族ＭＣの息女Ｆ子と結婚し，ＹＳは３１歳で一家をなし，独立の
道に進んだ。この時，Ｍ家との間に親族関係が成立した。
アニューマスのｔ地がやせたので，ＹＳは，昭和２２（1947）年，新しい土地
を求めて「ミネのムラ」にやってきた。昭和２３（1948）年，「ミネのムラ」で
スペイン人から土地９アルケイレを総計９５コントで人手する契約が成立し
た。その年，前住地のアニューマスの土地の売買契約が，別のスペイン系ブラ
ジル人との間に成立し，その販売代金４５コントを人手した。このアニューマ
スの土地の販売代金を，諸雑費を含めた「ミネのムラ」の土地購入費100コン
ト余の支払いの部に〕Liて，翌昭和２４（1949）年までに，土地代金の支払い
を完了した。父のもとに家族の一員としてブラジルに移住してきた長男のＹＳ
は，３８歳でここで完全に独立を遂げた。
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そして昭和2３（1948）年には，弟のＹＴも「ミネのムラ」に来往し，父は
第一線から引退した。
昭和2５（1950）年には，その弟（1921年生）も，シンコミルアルケイレに
在住していた同郷の福岡県浮羽郡Ｔ村出身のＳＹ家の息女Ｙ子と結婚し，独
立した。
「ミネのムラ」では，２年目まで綿を栽培したが，３年目からは投機的な綿の
単作をやめて，バタータbatata（じゃがいも）とアメンドインamendoin(落
花生）を主作物とし，それに飼料用のとうもろこしとパスト（牧草地）を組み
合わせて，より土地利用度の高い複合経営を始めた。
自作農化への道を進むにあたって，当時の薄荷，綿花，落花生等の価格の好
調に支えられたとはいえ，資金の調達を完全に計画的な自己資金によっている
点は注目に値いする。ただし，土地売買の手続きなどの便益は独力で行うこと
なく，日系のＨＤ土地登記事務所に負っている。移民社会においては，ホス
ト社会に対する言語的制約が働き，また初めは十分な信用もなく，銀行のよう
な公的機関からの資金を確保することも困難であるため，社会経済的上昇や独
立の過程にあっては，まず日本人集団内部で，信用や資金や社会的相互扶助の
関係を取り結ぶのは普通のことであろう。したがって，この際，土地登記の事
務を日系の土地登記事務所に依頼したのは当然のことであった。
1）「｢Ｙ日記」から見たサンパウロ州の日系農業小生産者の生産と生活(1)」『法政大
学教養部紀要』第79号，1991.2,ｐｐ､7-10.
2）「｢Ｙ日記」から見たサンパウロ州の日系農業小生産者の生産と生活(2)」「法政大
学教養部紀要』第83号，1992.2,pp5-6．
②「ミネのムラ」での初期の社会的相互扶助関係
海外への移住先の生活で，大きい困難の一つが家族の病気である。それ自体
が家族にとっての不幸であるだけでなく，家族労働に依拠する割合の高い独立
自営農民にとっては，家族労働力の欠落と経済的負担の増大という二重の意味
で大事件となる。それが経済的独立といった上昇期に起こったとしても，その
家計や経営に及ぼす影響は計り知れない。
一見，順風満帆に見えるＹ一家の場合でも，「Ｙ日記」の記録によると，幾
度かの危機があったことが分かる。
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次のような記録がある。
昭和２１（1946）年５月４日
母Ｍの病気の入費プルデンテ医者呼ぶ
－．金参百五拾粁レス也トモベ（引用者註：アウトモーベル＝自動
車）代払い
－．金百拾肝レス也母薬代払い
昭和２１（1946）年９月２０日
母Ｍ・弟Ｋプルデンテ医者行き
一．金壱コント五百粁レス也弟Ｋ相渡し
－．金五百肝レス也母相渡し
内金壱コント肝レス也同月２３日弟Ｋより父受取り
昭和２１（1946）年１１月２８日
この記録には，「妻Ｆ子病気に付き御見舞い」として，その後にＫＧ
ＳＴ他21名の名前が連記されている。この23名のＹとの社会的関係につい
ては，後に述べる。記録を続けよう。
昭和２１（1946）年１２月１４日
妻Ｆ子病気に付きサンパウロ市行き
Ｆ子の父より借用
一．金五コント肝レス也Ｓ夫受取
昭和２１（1946）年12月２５日
アニューマス伯父ＴＹ氏より借用主
－．Ｆ子病気時サンパウロ市病院行き
－．金弐コント肝レス也前分
一・金弐コント肝レス也後分
合計一．金四コント肝レス也
二回目一．金六コント肝レス也
外に一．金壱コント肝レス也
Ｋ
夫
Ｋ
夫
Ｋ
夫
Ｋ
父
Ｓ
弟
Ｔ
父
Ｓ
父
受取
受取
借用
受取サンパウロ市行き
受取
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合:十 金拾壱コント肝レス也借11］
昭和2２（1947）年２月１１１=｜
Ｆ子の父Ｍ氏より借Ⅲ
－．金五コント肝レス也
Ｆ子の母Ｙ子様よりＳ夫へサンパウロ送金
昭和2２（1947）年４月１８日
２回目Ｓ夫行き
－．金弐コント肝レス也Ｓ夫借用
昭和2３（1948）年９月１０日
妻Ｆ子病気
一回目一．金壱コント七百五十粁レス也Ｓ夫相渡し
二回目一．金壱コント六百五十肝レス也Ｓ夫相渡し
三回目一．金壱コント二百五十粁レス也Ｓ夫相渡し
腫物手術サンパウロ市行きＦ了の父見舞い
一．金弐コント|汗レス也Ｆ子相渡し
－．金三百肝レス也その外Ｆ子の父見舞い金
昭和2３（1948）年
この年からは，同年６月の記録にあるように，これらの借入金は返済され
出している。
昭和2３（1948）年６月下記借用金全部支払い済
一・金六コント肝レス也Ｆ子の父よりの借用金全部支払い
－．金七コント五百粁レス也プルデンテ市ＨＧ氏より借用金
一．金弐コント肝レス也ＩＩＴ氏より借用金
一．金壱コント肝レス也ＳＭ氏より借用金
昭和2３（1948）年12月１５日
その外正月１０日
金壱コント肝レス也ＳＭより父借用
金五百粁レス也
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計 金壱コントf五百粁レス也借用
金壱コント肝レス也ＮＪより借用
昭和２４（1949）年８月２８日支払い
昭和２６（1951）年になって，妻が病気でサンパウロの病院に入院した際
に，昭和２１（1946）年１２月２５日付でアニューマス在住の伯父ＴＹ氏より借
入した高額の借入金の返済を終えている。その記録は次のとおりである。
昭和2６（1951）年７月の記録
昭和２２（1947）年７月２８日
一・金五コント肝レス也
昭和2３（1948）年８１１１４日
一・金五コント肝レス也
昭和２５（1950）年８月１４日
－．金参コント肝レス也
昭和2６（1951）年７月１３日
一・金参コント肝レス也
合計一．金拾壱コント肝レス也
その他一．金壱コント肝レス也
伯父ＴＴに相渡し
父よりＴＴに返済相渡し
Ｔ夫よりＴＴに返済相渡し
父より伯父ＴＹに相渡し
全部支払い済
利息として北パラナ行きＴＹ氏に峻
別相渡し
ところで，昭和２１（1946）年１１月２８日の「妻Ｆ子病気に付き御見舞い」
の記録に続いて連記された２３名について触れておこう。発起人の二人につい
ての関係は明らかではない。ＫＯ氏はプレジデンテ・プルデンテ市在住，ＳＴ
氏はランシャリアに在住とだけ知れているが，親族に当たるのか，友人である
のかが不明である。ただし，ＫＯ姓の人は，２３名中４名いる。アニューマス
在住のＭＲ氏はＦ子の兄である。同じアニューマス在住のＴＹ氏とＴＴ氏は
伯父に当たり，人院に当たって多額の金を融通くれた人物であることは，上記
のとおりである。プレジデンテ・プルデンテ市とマルチノポリスの２名のＮＧ
氏も叔父に当たる。３名の１Ｍ氏は，Ｙがマルチノポリスで就業していた時の
耕主の一族である。残る１０名のうち，ＴＦ氏は前出のプルデンテ市内の旅館
主であり，ＹＳ氏は市内のＳｅＭ・の店主であり，ＵＤ氏は薬局店主である。
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他の７名中，２人のＡＮ氏は周辺のヴィラの一つであるレポージョの住人であ
ることが知れるが，残る５名は不明である。
しかし，ここで明記してもよいことは，家族の社会的困難や危機に際して，
ホスト社会の福祉や扶助に期待できない日本人移民集団で，相互扶助を支える
のはまずは親族の関係であることが明らかになっていることである。さらに付
け加えれば，先行移民のうち，日本人社会のネットワークを取り結ぶと考えら
れる旅館主・商店主が，さらに，ブラジルでいうところの苦楽を共にしたア
ミーゴ（友人）がこれらに加わるでろう。
ここで論ずる点とは直接関わりのないことではあるが，異国に住む移民の心
情を表すものなのか，はたまた，穏やかで豊かな感性を持ったＹの人柄を坊
佛とさせる記録が，この困難期に残されているので，ここに記しておく。
昭和二十二年五月二十日午前九時二十分
世界日食
始めが午前九時十分より二十五分頃は前よりも全分ﾏﾏ消え回りばかりの
光線なり
皆既日食はブラジル（ミナス）が元と云うこと
(以下次号）
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